
現
在
、
前
近
代
の
婚
姻
研
究
は
、
全
階
噌
（
公
家
・
武
家
・
庶
民
）
に

お
い
て
婿
取
婚
か
ら
嫁
取
婚
へ
移
行
す
る
と
い
う
一
元
的
発
展
図
式
を
採

（
１
）

る
立
場
が
主
流
で
あ
る
。
そ
の
先
学
に
よ
っ
て
、
「
公
家
の
婚
姻
形
態
は
、

室
町
時
代
を
境
に
婿
取
婚
か
ら
嫁
取
婚
へ
転
換
し
た
」
と
こ
れ
ま
で
説
明

さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
先
学
が
示
し
た
嫁
取
婚
へ
の
転
換
の
時
期

を
修
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

先
述
の
公
家
の
婚
姻
学
説
は
、
特
に
石
井
良
助
・
高
群
逸
枝
両
氏
に
よ

（
リ
》
）

っ
て
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
両
氏
以
降
公
家
の
婚
姻
形
態
に
関
す
る
專

諭
は
管
見
の
範
囲
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。
両
氏
の
見
解
は
通
説
化
し
て
い

嫁
取
婚
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

二
問
題
の
所
在

｜
は
じ
め
に

ｌ
公
家
の
場
合
Ｉ

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
新
（
一
九
九
三
年
）
の
法
制
史
概
説
害
「
日

本
法
制
史
』
を
見
る
と
、
「
公
家
に
お
い
て
嫁
取
婚
が
一
般
的
に
な
っ
た

（
３
）

の
は
室
町
時
代
で
あ
る
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
学
の
婚
姻
学
説
に
不
十
分
な
点
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

石
井
良
助
氏
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
婿
取
婚
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
儀
式
が
婿
取
り
形
式
な
の
か
日
常
も
夫
が
妻
方
に
い
る

の
か
ま
で
注
意
さ
れ
て
い
な
い
し
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
事
例
を
取
り

挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
中
世
前
期
に
お
け
る
公
家
の
婚
姻
形
態

の
変
遷
を
正
確
に
捉
え
切
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
高
群
氏
の
場
合
、
平

安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
は
「
経
営
所
婿
取
婚
」
で
、

鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
「
擬
制
婿
取
婚
」
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
栗
原
弘
氏
に
よ
っ
て
、
「
高
群
氏
の
平
安
時
代
に
お
け
る
婚
姻
学

（
４
）

説
の
論
法
は
強
引
で
あ
る
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
他
の
時
代
に
お

い
て
も
注
意
を
要
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
上
記
「
日
本
法
制
史
』
も

室
町
時
代
を
嫁
取
婚
と
見
な
す
上
で
の
具
体
的
な
論
拠
を
提
示
さ
れ
て
い

キ
ー
ワ
ー
ド
皿
嫁
取
婚
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
公
家

辻
垣
晃
一
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る
わ
け
で
も
な
い
。
お
そ
ら
く
、
石
井
良
助
氏
の
説
を
前
提
に
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
関
口
裕
子
氏
他
著
『
家
族
と
結
婚
の
歴
史
』
（
服

藤
早
苗
氏
執
筆
分
）
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
か
ら
公
家
で
嫁
取
り

儀
式
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
儀
式
の
一
側
面

の
み
の
見
解
で
あ
り
、
夫
婦
が
日
常
生
活
を
夫
方
と
妻
方
の
ど
ち
ら
で
送

っ
て
い
る
の
か
ま
で
注
意
さ
れ
て
い
な
い
し
、
か
つ
論
拠
も
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
嫁
取
婚
成
立
時
期
に
関
す
る
研
究
は
、
十
分
な
視
点
及

び
史
料
的
裏
付
け
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

婚
姻
形
態
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
婚
姻
儀
式
の
内

容
と
夫
婦
の
普
段
の
居
住
形
態
の
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
婚
姻
儀

式
や
婚
姻
場
所
は
誰
が
差
配
す
る
の
か
、
新
婚
夫
婦
の
居
住
場
所
は
ど
こ

な
の
か
、
そ
の
居
住
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
嫁
取
婚
と
判
断
す
る
基
準
は
、
婚
姻
儀
式
が
夫
方
主
導
で
行
わ

れ
、
か
つ
日
常
に
お
い
て
も
夫
方
で
生
活
を
し
て
い
る
場
合
と
す
る
。
で

あ
る
か
ら
、
逆
に
婿
取
婚
と
判
断
す
る
基
準
は
、
婚
姻
儀
式
が
妻
方
主
導

で
行
わ
れ
、
か
つ
日
常
も
夫
が
妻
方
で
生
活
し
て
い
る
場
合
と
な
る
。

な
お
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
筆
者
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
を
嫁
取
婚
成

立
の
時
期
と
見
る
立
場
か
ら
、
中
期
以
前
の
婿
取
婚
と
そ
れ
以
降
の
嫁
取

婚
と
の
対
比
を
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
嫁
取
婚
の
成
立
時
期
を
明
確
に
提
示

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
高
群
氏
に
よ
る
と
、
本
時
代
の
婚
姻
形
態
は
「
経

営
所
婿
取
婚
」
で
あ
る
と
言
う
。
「
経
営
所
婿
取
婚
」
と
は
、
妻
の
親
や

後
見
者
が
、
自
分
の
家
以
外
に
婚
姻
場
所
を
新
た
に
作
り
、
そ
こ
に
儀
式

を
も
っ
て
婿
取
り
、
そ
の
あ
と
妻
家
沙
汰
の
新
居
に
移
る
形
式
の
婚
姻
で

（
５
）

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
、
「
経
営
所
婿
取
婚
」
と
判
断
さ

れ
た
婚
姻
事
例
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
に
該
当
す
る
事
例
は
極
め
て
少
な

い
と
言
え
る
。
敢
え
て
該
当
す
る
事
例
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
氏
が

「
「
経
営
所
婿
取
婚
」
の
典
型
的
な
例
」
と
し
た
源
憲
俊
と
藤
原
宗
忠
女
と

の
婚
姻
だ
け
で
あ
る
。
他
に
、
舅
の
家
以
外
で
婚
姻
を
行
っ
た
事
例
は
散

見
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
に
「
妻
家
沙
汰
の
新
居
」
に
移
っ
た
事
例
は
見
あ

た
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
舅
の
家
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ

れ
を
藤
原
忠
通
と
藤
原
宗
通
女
と
の
婚
姻
例
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
『
殿

暦
』
及
び
「
中
右
記
」
元
永
元
年
（
一
二
八
）
八
月
八
日
条
に
、
「
民

部
卿
許
二
内
府
可
レ
被
二
渡
定
一
云
々
」
「
晩
頭
着
二
直
衣
一
、
行
↓
向
民
部
卿

亭
一
、
今
日
依
一
吉
日
一
被
一
経
営
一
之
事
被
し
定
也
［
内
府
御
事
也
］
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
藤
原
忠
通
が
舅
藤
原
宗
通
の
許
へ
渡
る
こ
と
に
決
定
し
、

宗
通
亭
で
そ
の
婚
姻
の
次
第
も
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
が
、
『
中

右
記
』
及
び
『
殿
暦
』
の
同
年
十
月
二
十
六
日
条
は
、
「
今
夜
内
大
臣
殿

始
渡
二
給
民
部
卿
姫
君
許
一
、
（
中
略
）
申
時
許
行
二
向
民
部
卿
経
営
所
一

［
三
條
大
宮
播
磨
守
基
隆
宅
也
］
」
「
戌
時
内
府
被
し
渡
一
彼
亭
一
（
民
部
卿

三
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
婚
姻
形
態
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家
）
」
（
（
）
内
は
筆
者
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
忠
通
は
舅
宗
通
の
姫
君
の

許
へ
向
か
っ
て
お
り
、
そ
の
場
所
は
宗
通
差
配
の
家
（
三
條
大
宮
殿
）
で

あ
る
。
そ
し
て
、
『
中
右
記
』
元
永
二
年
（
一
二
九
）
二
月
二
日
・
九

日
条
に
よ
る
と
、
「
内
大
臣
殿
御
所
［
三
条
大
宮
］
」
と
あ
る
し
、
『
法
性

寺
殿
御
記
」
同
年
同
月
六
Ｈ
条
に
も
、
忠
通
が
女
房
を
具
し
て
内
裏
か
ら

大
宮
に
帰
る
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
宗
通
差
配
の
三
條
大
宮
殿
に
渡

っ
た
後
、
し
ば
ら
く
は
そ
の
家
に
居
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
忠
通
は
ど
こ
に
移
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
「
中
右
記
」
元
永
二
年

四
月
十
九
日
条
に
は
、
「
今
Ｕ
依
二
吉
日
一
、
殿
下
初
度
渡
一
給
内
大
臣
殿
御

所
一
也
［
民
部
卿
亭
東
洞
院
五
条
坊
門
］
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
三
條
大

宮
殿
か
ら
舅
の
家
で
あ
る
東
洞
院
五
条
坊
門
殿
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
よ
う
な
舅
の
家
に
住
む
事
例
が
本
時
代
に
は
多
い
こ
と
か
ら

も
、
「
経
営
所
婿
取
婚
」
な
る
婚
姻
段
階
を
あ
え
て
設
定
す
る
必
要
性
は

な
い
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
重
要
な
の
は
、
ど
こ
で
婚
姻
儀
式
を
行
っ

た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
婚
姻
の
開
始
は
ど
う
い
う
形
式
で
あ
り
、
誰
が

婚
姻
儀
式
を
差
配
し
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
夫
婦
の
日
常
生

活
を
も
合
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
本
時
代
の
婚
姻
形
態
を
捉
え
る
こ
と
は
可

能
だ
と
考
え
る
。

で
は
、
ま
ず
婚
姻
の
開
始
が
分
か
る
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
『
後
二

条
師
通
記
』
寛
治
七
年
（
一
○
九
三
）
四
月
八
日
条
に
「
大
夫
家
雅
遣
二

右
衛
門
督
一
、
前
駈
六
人
」
と
あ
り
、
藤
原
家
雅
が
藤
原
公
実
の
許
へ
渡

っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
桃
華
蘂
葉
』
胡
曹
抄
所
収
『
忠
順
記
」
永
暦
二
年

（
二
六
一
）
正
月
二
十
九
日
・
二
月
二
日
条
に
よ
る
と
、
「
中
納
言
中
将

嫁
嬰
（
中
略
）
今
日
中
納
言
殿
渡
御
」
と
あ
り
、
兼
実
の
婚
姻
の
開
始
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
雅
・
兼
実
と
も
に
妻
方
に
渡
御
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
儀
式
と
し
て
は
、
婿
取
り
形
式
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
の

忠
通
の
場
合
も
婿
取
り
形
式
で
婚
姻
は
開
始
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
そ
の
婚
姻
の
開
始
が
舅
の
差
配
で
行
わ
れ
た
事
例
を
挙
げ
て
お

こ
う
。
藤
原
忠
実
と
源
俊
房
女
と
の
婚
姻
で
あ
る
。
「
後
二
条
師
通
記
」

及
び
『
中
右
記
」
寛
治
三
年
（
一
○
八
九
）
正
月
二
十
九
日
条
に
「
中
将

前
駈
八
人
」
「
左
府
御
経
営
、
今
夜
露
顕
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
忠

実
が
源
俊
房
女
の
許
へ
渡
り
、
か
つ
そ
の
費
用
は
、
舅
俊
房
の
負
担
で
あ

る
婿
取
婚
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
先
述
の
忠
通
や
宗
忠
の
場
合

も
舅
差
配
に
よ
る
婚
姻
で
あ
る
。

そ
し
て
、
夫
婦
の
居
住
形
態
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
『
字
槐
記
抄
』
仁

平
二
年
（
二
五
二
）
正
月
十
六
口
条
に
「
今
夜
師
長
露
顕
」
と
あ
り
、

藤
原
師
長
の
婚
姻
は
婿
取
り
形
式
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
妻
は
故
顕
頼

の
女
で
あ
る
が
（
同
年
同
月
十
日
条
）
、
ど
こ
に
婿
取
ら
れ
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
。
し
か
し
、
婿
取
婚
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
確
認
す
る
た
め
、

師
長
が
妻
を
離
別
す
る
記
事
を
見
て
お
こ
う
。
「
玉
葉
」
仁
安
二
年
（
一

一
六
七
）
五
月
一
日
条
を
見
る
と
、
「
去
二
十
七
日
夜
、
新
大
納
言
師
長

離
別
室
一
俄
出
し
宅
、
干
し
今
不
」
知
↓
在
所
↓
云
々
、
（
中
略
）
或
人
云
、
於
》
↓

宅
出
一
者
、
一
定
可
し
聟
二
取
太
相
国
女
一
云
々
、
件
女
為
二
大
宮
之
養
子
一
、

可
二
執
聟
一
云
々
」
と
あ
る
。
藤
原
師
長
が
妻
（
恐
ら
く
故
顕
頼
女
）
と
離

別
し
て
か
ら
宅
を
出
て
し
ま
い
、
在
所
不
明
と
の
噂
が
兼
実
の
も
と
へ
届

い
た
。
あ
る
人
が
云
う
に
は
、
「
そ
れ
は
、
渭
盛
に
婿
取
ら
れ
た
か
ら
で
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あ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
離
別
後
の
「
出
宅
」
と
い
い
、
そ
の
後

の
「
聟
取
」
と
い
い
、
師
長
は
い
ず
れ
も
婿
取
ら
れ
て
妻
方
に
住
ん
で
い

る
も
の
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
『
中
右
記
」
寛
治
三
年
（
一
○
八
九
）

十
月
三
日
条
の
、
「
左
大
将
殿
女
子
御
産
（
略
）
御
産
所
左
府
士
御
門
亭
也
」

と
い
う
記
事
か
ら
、
藤
原
忠
実
の
女
子
は
舅
源
俊
房
の
土
御
門
亭
で
生
ま

れ
て
お
り
、
夫
婦
の
日
常
が
舅
方
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
常
・
儀
式
の
両
側
面
か
ら
婿
取
り
の
事
例
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
婿
取
婚
を
傍
証
す
る
事
例
も
い
く
つ
か
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
上
記
で
取
り
上
げ
た
事
例
に
は
、
夫
と
そ
の
父
及
び
舅

と
の
間
で
著
し
く
身
分
差
が
あ
る
よ
う
な
例
は
な
く
、
両
者
は
ほ
ぼ
対
等

な
関
係
で
あ
る
点
か
ら
も
、
外
的
要
因
を
伴
わ
ず
に
広
く
婿
取
婚
が
成
立

し
て
い
た
と
主
張
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
婿
取
婚
ば
か
り
で
は
な
く
嫁
取
婚
も
若
干
で
は
あ
る
が
見

出
せ
ら
れ
る
。
「
桃
華
蘂
葉
」
胡
曹
抄
所
収
の
「
廣
季
記
』
平
治
元
年

（
二
五
九
）
七
月
一
日
条
に
、
「
六
条
摂
政
殿
迎
二
信
頼
妹
一
給
」
と
あ
り
、

藤
原
基
実
が
藤
原
信
頼
妹
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
婚
姻
例
は
、

後
述
す
る
『
玉
蘂
」
所
収
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
に
見
え
る
近
衛
兼
経

と
九
条
道
家
女
と
の
嫁
取
婚
の
先
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同

書
に
よ
る
と
、
「
平
治
例
如
二
入
内
一
不
し
足
し
為
例
、
承
万
（
永
万
の
誤

り
）
、
承
安
、
建
仁
不
快
、
価
今
度
無
二
迎
車
一
」
と
あ
り
、
夫
が
妻
を
迎

え
る
た
め
の
車
を
出
す
の
は
入
内
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
先
例
と
し
て
は

よ
く
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
、
基
実
は
妻
を
迎
え
る

と
き
に
「
出
車
」
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
藤
原
基
房
と
花
山
院

忠
雅
女
（
忠
子
）
の
婚
姻
を
見
て
お
こ
う
。
『
玉
葉
』
承
安
元
年
（
二

七
二
八
月
十
日
条
に
、
「
今
川
、
摂
政
嬰
二
前
太
相
国
嫡
女
一
云
々
」
と

あ
り
、
基
房
が
忠
雅
女
と
婚
姻
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
婚

姻
も
『
玉
蘂
』
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
の
近
衛
兼
経
・
九
条
道
家
女

（
仁
子
）
と
の
嫁
取
婚
の
不
快
な
先
例
の
一
つ
に
挙
が
っ
て
い
る
。
上
記

「
玉
蘂
』
の
記
事
の
「
承
安
」
の
例
に
当
た
る
。
具
体
的
に
、
「
玉
葉
」
承

安
元
年
（
二
七
一
）
八
月
二
十
二
日
条
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
「
今
日
、

摂
政
、
室
家
嫁
嬰
之
後
、
初
被
し
行
［
被
↓
向
二
華
山
院
一
云
々
］
、
（
中
略
）

還
了
後
、
摂
政
相
共
被
渡
し
北
、
邦
綱
卿
家
云
々
［
日
来
摂
政
所
し
被
」
居
二

此
家
一
也
、
而
為
二
此
事
一
、
暫
被
レ
申
二
請
中
宮
御
所
一
、
以
二
彼
家
｜
、
故
摂

政
殿
嬰
二
白
川
殿
一
給
、
依
↓
為
二
不
吉
之
例
一
、
故
被
レ
違
二
彼
例
一
云
々
、
中

宮
御
同
宿
云
々
、
頗
以
見
苦
事
也
］
」
と
あ
る
。
婚
姻
儀
式
は
基
房
妹
の

中
宮
育
子
御
所
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
、
基
房
夫
婦
は
育
子
御
所
か
ら
舅

方
の
華
山
院
へ
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

育
子
と
夫
婦
が
同
居
す
る
こ
と
は
、
育
子
が
基
房
の
妹
で
あ
る
一
方
で
天

皇
家
で
も
あ
る
た
め
か
、
「
見
苦
事
」
で
あ
り
、
ま
た
育
子
御
所
で
か
っ

て
基
実
が
嫁
取
婚
を
執
り
行
っ
た
悪
い
例
（
永
万
の
例
、
但
し
史
料
は
伝

存
し
て
い
な
い
）
が
あ
る
の
で
、
基
房
夫
婦
は
育
子
御
所
を
離
れ
、
基
房

父
忠
通
の
家
司
で
あ
る
邦
綱
の
家
に
移
っ
た
。
藤
原
基
実
・
基
房
の
事
例

は
、
い
ず
れ
も
後
世
に
悪
い
嫁
取
婚
の
先
例
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
時
嫁
取
婚
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
一
般
的
な
婚
姻
形
態
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
『
愚
昧
記
』
治
承
元
年

（
二
七
七
）
十
一
月
十
五
日
条
を
見
る
と
、
藤
原
実
定
が
藤
原
邦
綱
女
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を
迎
え
よ
う
と
し
て
迎
車
・
供
を
送
っ
て
い
る
が
、
結
局
邦
綱
か
ら
送
り

（
６
）

返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
九
条
良
輔
と
坊
門
信
清
女
と
の
婚
姻
例
を
見

て
お
こ
う
。
『
明
月
記
』
建
仁
二
年
（
一
二
○
二
）
四
月
十
九
日
条
に
、

「
明
日
此
御
新
妻
行
始
給
云
々
、
或
可
し
献
二
出
車
一
、
或
可
二
御
共
一
、
様
様

有
翼
其
沙
汰
一
、
（
中
略
）
右
金
吾
深
恐
二
仙
洞
一
之
間
、
頗
異
二
普
通
之
儀
一
」

と
あ
る
。
婚
姻
に
際
し
て
、
夫
が
妻
を
迎
え
る
た
め
の
車
・
供
の
者
を
出

す
べ
き
か
ど
う
か
で
議
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
妻
の
兄
弟
坊
門
忠
信
に

よ
る
と
、
そ
れ
は
後
鳥
羽
上
皇
の
機
嫌
を
損
ね
る
も
の
で
あ
り
、
「
普
通

之
儀
」
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
同
書
翌
日
条
を
見
る
と
、
「
今
夜

猶
可
二
御
共
↓
、
率
爾
雌
二
見
苦
一
、
可
し
参
之
由
申
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

結
局
、
軽
率
で
見
苦
し
い
と
は
い
え
、
迎
え
の
供
が
夫
側
か
ら
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
婚
姻
は
夫
が
妻
を
迎
え
た
点
、
そ
の
差
配
が
夫
側

で
行
わ
れ
た
点
か
ら
も
、
嫁
取
婚
の
事
例
と
い
っ
て
良
い
。
良
輔
の
婚
姻

か
ら
三
十
五
年
後
に
記
録
さ
れ
て
い
る
前
掲
『
玉
蘂
』
嘉
禎
三
年
（
一
二

三
七
）
条
に
お
い
て
も
嫁
取
婚
の
先
例
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

夫
に
よ
る
妻
の
迎
え
方
が
入
内
の
如
き
も
の
で
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

や
は
り
良
く
な
い
不
快
な
先
例
と
な
っ
て
い
る
。
上
記
『
玉
蘂
』
の
記
事

の
「
建
仁
」
の
例
に
当
た
る
。

平
治
・
承
安
・
建
仁
の
嫁
取
婚
が
不
快
な
理
由
は
、
婚
姻
方
式
に
求
め

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
婚
姻
方
式
が
問
題
に
な
る
か
と
言
え
ば
、

方
式
に
よ
っ
て
は
、
「
平
治
例
如
二
入
内
一
」
と
見
え
る
如
く
、
天
皇
の
婚

姻
と
似
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
る
と
、
平
治
以
下
の

例
が
不
快
な
理
由
は
、
婚
姻
方
式
で
は
な
く
夫
が
処
罰
さ
れ
て
い
た
り
早

世
し
て
い
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
誰
の
「
悪
い
」
例
で
あ
っ
た
か
と
い
う

（
一
Ｊ
）

点
に
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
治
以
下
の
悪
し
き
例
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
舅
道
家
が
嫁
取
婚
を
納
得
し
た
決
め
手
は
、
相
舅
の
家

実
が
「
婚
姻
方
式
を
改
め
れ
ば
よ
い
」
と
提
案
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
他

の
良
い
嫁
取
婚
を
持
ち
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
き
お
い
婚
姻
方
式
を

（
８
）

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

平
治
以
下
の
嫁
取
婚
の
例
の
う
ち
、
基
房
の
場
合
は
、
夫
方
に
住
居
を

構
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
基
実
・
良
輔
の
事
例
は
、
日
常
生
活
が
夫

方
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
の
確
証
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
婚
姻
の
開

始
が
嫁
取
り
形
式
で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。
特
に
、
良
輔
の
場
合
、
夫

方
主
導
で
婚
姻
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
儀
式
・
日
常
の
両
側
面
か
ら
嫁
取

婚
が
見
ら
れ
る
が
、
嫁
取
婚
は
、
入
内
の
如
き
婚
姻
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
未
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

嫁
取
婚
は
避
け
る
べ
き
婚
姻
で
あ
っ
た
こ
と
を
さ
ら
に
確
認
さ
せ
て
く

れ
る
事
例
と
し
て
、
建
久
二
年
（
二
九
二
の
九
条
良
経
と
一
条
能
保

女
と
の
婚
姻
が
あ
る
。
『
玉
葉
』
建
久
二
年
六
月
二
日
条
に
、
「
大
将
迎
」

婦
之
儀
、
猶
不
腸
可
麩
州
、
（
中
略
）
去
夜
自
関
東
一
、
此
間
事
、
偏
可
し
随
二

殿
下
御
定
一
之
由
申
送
候
、
価
於
」
今
者
、
可
Ｌ
奉
迎
一
大
将
一
也
、
進
レ
娘

之
儀
不
レ
可
レ
候
云
々
［
日
来
頼
朝
卿
可
」
進
娘
、
不
↓
可
膿
奉
し
迎
之
由

（
中
略
）
、
然
而
、
近
例
皆
不
快
（
下
略
）
］
価
一
條
家
可
」
宜
之
由
仰
し
之
」

と
見
え
る
。
能
保
の
義
兄
で
あ
る
頼
朝
が
嫁
取
婚
を
勧
め
る
の
に
対
し
て
、

兼
実
は
不
快
で
あ
る
と
見
な
し
、
婿
取
婚
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
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良
経
は
舅
方
の
一
條
家
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
月
二
十
五
日
に
は
、

「
此
日
左
大
将
殿
渡
一
別
当
能
保
卿
一
［
一
條
室
町
亭
］
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
、
良
経
が
能
保
の
一
條
室
町
亭
に
渡
っ
て
い
る
事
を
確
認
で
き
る
。

同
書
同
年
七
月
二
十
五
日
条
に
は
、
「
大
将
亭
始
饗
二
応
賓
客
一
云
々
、
（
中

略
）
別
当
能
保
（
中
略
）
、
其
後
、
大
将
女
房
行
始
、
来
二
此
亭
一
」
と
あ

り
、
舅
能
保
が
婿
の
家
に
招
か
れ
、
妻
も
到
着
し
て
い
る
。
「
吾
妻
鏡
」

建
久
二
年
六
月
九
日
に
も
良
経
の
婚
姻
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
能
保
女
の
装
束
を
北
条
政
子
が
沙
汰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能
保
の

政
治
的
立
場
が
当
婚
姻
に
は
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
特
殊
な
婚
姻
事

例
と
言
え
る
が
、
婿
取
婚
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
例
は
、
公
家
・
武
家
の
婚
姻
形
態
が
対
照
的
に
描

か
れ
て
い
る
た
め
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
公
家
の
婚
姻
形
態
を
婿
取
婚
、

武
家
の
そ
れ
を
嫁
取
婚
と
見
な
す
通
説
の
格
好
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
の

（
９
）

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
然
こ
の
事
例
に
寄
り
か
か
っ
て
、
鎌
倉
時

代
全
般
の
公
家
の
婚
姻
形
態
は
婿
取
婚
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
た
だ
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
見
ら
れ
る
嫁
取
婚
を
避
け
よ

う
と
す
る
姿
勢
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
初
期
に
嫁
取
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
と
す
る
と
、
当
然
婿
取

婚
の
事
例
を
さ
ら
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
明
月
記
』
承
元
二
年

（
一
二
○
八
）
四
月
二
十
一
日
条
に
、
「
向
二
一
条
亜
相
亭
一
、
吉
事
近
々
為
二

尋
申
一
也
」
と
言
う
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
藤
原
定
家
が
西
園
寺
公

経
に
吉
事
（
婚
姻
）
の
件
を
尋
ね
た
場
面
で
あ
る
。
「
一
条
殿
」
は
、
建

仁
三
年
（
一
二
○
三
）
の
段
階
で
公
経
の
居
所
と
な
っ
て
い
る
し
（
同
書

同
年
二
月
二
十
日
条
）
、
「
亜
相
」
は
大
納
言
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
．

条
亜
相
」
は
西
園
寺
公
経
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
四
日
後
に
は
、

「
向
二
一
条
亭
一
、
経
営
事
今
日
也
（
中
略
）
亭
主
説
、
大
将
殿
御
直
衣
」

と
あ
り
、
九
条
道
家
と
西
園
寺
公
経
女
倫
子
の
婚
姻
儀
式
の
準
備
が
舅
公

経
の
家
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
下
っ
て
、
「
洞
院
教
実

公
記
」
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
五
月
二
十
八
日
条
を
見
る
と
、
「
太
閤

井
北
政
所
令
圭
廻
最
密
々
、
令
し
渡
二
入
道
相
国
新
今
出
川
新
宅
一
給
」
と

あ
り
、
道
家
夫
婦
と
道
家
の
子
教
実
が
舅
公
経
の
新
居
に
渡
っ
て
い
る
。

ま
た
、
一
ヶ
月
後
の
同
書
同
年
六
月
二
十
八
日
条
を
見
る
と
、
「
今
日
渡
二

入
道
太
相
国
今
出
川
亭
一
、
一
条
亭
依
し
可
↓
為
二
中
宮
御
産
所
一
也
」
と
あ

る
。
中
宮
藤
原
噂
子
（
九
条
道
家
女
）
の
「
御
産
所
」
が
道
家
の
一
条
殿

に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
道
家
は
舅
公
経
の
今
出
川
亭
に
移
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
も
、
道
家
は
舅
の
公
経
に
婿
取
ら
れ
て

い
た
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
に
舅
の
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と

だ
け
を
確
認
で
き
る
例
を
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
「
明
月
記
」
建
暦
二
年

（
三
三
二
）
十
一
月
九
日
条
の
、
「
大
夫
忠
賢
（
略
）
依
為
｜
・
土
左
前
司
定

家
婿
｝
、
住
二
彼
家
一
也
」
と
言
う
記
事
と
、
「
明
月
記
」
嘉
禄
元
年
（
一
二

二
五
）
五
月
四
日
条
の
「
公
氏
卿
新
妻
［
前
上
皇
少
将
、
後
参
》
安
嘉
門
一

立
后
、
彼
卿
以
ゞ
之
為
匿
妻
居
二
其
宅
一
］
難
産
終
し
命
云
々
」
と
い
う
記
事

で
あ
る
。
前
者
は
、
忠
賢
な
る
人
物
が
土
佐
前
司
定
家
な
る
人
物
の
も
と

に
婿
と
し
て
住
ん
で
お
り
、
後
者
は
、
三
條
公
氏
が
「
前
上
皇
少
将
」
を

妻
と
し
て
、
そ
の
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
本
時
代
に
お
い
て
、
嫁
取
婚
は
天
皇
の
婚
姻
と
似
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
も
避
け
ら
れ
る
べ
き
婚
姻
形
態
で
あ
り
、
一
般
的
な
婚

姻
形
態
は
婿
取
婚
だ
っ
た
と
結
論
す
る
。

高
群
氏
は
、
本
時
代
の
婚
姻
形
態
を
「
擬
制
婿
取
婚
」
と
さ
れ
た
。

「
擬
制
婿
取
婚
」
と
は
、
妻
が
夫
方
へ
移
動
す
る
も
夫
の
家
を
妻
の
家
と

（
川
）

見
な
し
、
夫
が
擬
制
的
に
婿
取
ら
れ
る
婚
姻
形
態
で
あ
る
と
い
う
。
ま
ず

は
そ
の
妥
当
性
か
ら
見
て
お
こ
う
。
高
群
氏
が
、
「
擬
制
婿
取
婚
」
の
根

拠
と
し
た
事
例
は
、
近
衛
兼
経
と
九
条
道
家
の
女
仁
子
と
の
婚
姻
事
例
で

あ
る
。
氏
が
「
擬
制
婿
取
婚
」
を
主
張
す
る
上
で
最
も
強
調
し
た
根
拠
は
、

舅
道
家
が
、
婿
兼
経
の
家
で
あ
る
近
衛
殿
に
自
分
の
娘
を
訪
問
す
る
場
面

（
Ⅲ
）

を
描
く
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
兼
経
が
庭
上
に
降
り
て
道
家
を
迎
え

た
り
、
道
家
を
「
奥
畳
」
に
座
ら
せ
る
な
ど
、
道
家
に
対
し
て
丁
重
に
扱

っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
衛
殿
に
来
訪
し
て
い
る
道

家
を
兼
経
の
父
家
実
が
訪
ね
る
と
い
う
場
面
も
見
ら
れ
る
。
高
群
氏
は
、

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
近
衛
殿
の
主
人
は
家
実
で
な
く
道
家
で
あ
る
と
見
な

さ
れ
、
道
家
と
兼
経
の
面
談
を
も
っ
て
「
婿
取
婚
で
見
ら
れ
る
露
顕
の
変

（
唯
）

形
」
と
断
言
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
群
氏
の
解
釈
は
次
の
点
で
問

題
が
あ
る
。
ま
ず
、
家
実
を
道
家
の
客
人
と
見
な
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

『
玉
蘂
』
嘉
禎
三
年
正
月
十
四
日
条
（
「
高
嗣
記
」
）
に
、
「
依
二
此
事
一
自
二

旧
年
一
、
移
二
渡
武
者
小
路
猪
熊
亭
一
給
」
と
あ
る
よ
う
に
、
家
実
は
兼
経

四
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
婚
姻
形
態

の
婚
姻
に
あ
た
っ
て
、
旧
年
よ
り
近
衛
殿
か
ら
猪
熊
殿
に
移
り
渡
っ
て
お

り
、
近
衛
殿
の
主
人
は
兼
経
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

家
実
が
近
衛
殿
に
い
る
道
家
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
で
家
実
が
道
家
の
客
人

と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
兼
経
が
道
家
を
丁
重
に
扱
う
の
は
当
然
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
道
家
は
兼
経
の
舅
つ
ま
り
義
理
の
父
で
あ
り
、
か
つ
現
役
の

摂
政
な
の
で
あ
る
か
ら
。
さ
ら
に
、
兼
経
と
道
家
と
の
面
談
を
「
露
顕
の

変
形
」
と
主
張
さ
れ
る
の
も
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
露
顕
と
は
、
ふ
つ
う
舅

（
剛
）

が
婿
を
親
族
に
披
露
す
る
儀
式
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
次
第
は
兼
経
と
道

家
と
の
面
談
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
。
道
家
が
近
衛
殿
を
訪
問
し
た
の
は
、

兼
経
を
婿
取
る
た
め
で
は
な
く
、
た
だ
兼
経
・
仁
子
夫
婦
に
挨
拶
し
た
だ

け
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
、
近
衛
殿
を
道
家
の
家
と
見
な
す
高
群
氏
の
主

張
は
非
常
に
強
引
な
解
釈
で
あ
る
と
言
え
る
。

で
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
婚
姻
形
態
の
判
断
基
準
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

近
衛
兼
経
の
婚
姻
次
第
を
正
し
く
解
釈
し
て
見
よ
う
。
兼
経
の
婚
姻
は
、

嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
正
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
兼

経
の
舅
九
条
道
家
の
ｕ
記
「
玉
蘂
」
で
確
認
で
き
る
。
婚
姻
の
開
始
と
差

配
の
在
り
方
が
分
か
る
部
分
か
ら
見
て
お
こ
う
。

「
左
府
（
兼
経
）
被
し
迎
｜
第
二
娘
一
（
道
家
女
）
、
［
此
四
五
年
頻
以
有
↓

被
二
催
召
一
、
必
雌
修
不
可
Ｌ
然
、
不
し
能
二
固
辞
一
（
中
略
）
］
、
其
義
最

密
々
了
也
、
又
平
治
例
如
二
入
内
一
、
不
‐
足
為
↓
例
、
承
万
（
永
万
の

誤
り
）
、
承
安
、
建
仁
不
快
、
価
今
度
無
二
迎
車
一
、
只
自
』
是
可
二
迎

（
送
ヵ
）
遣
一
之
由
、
前
関
白
（
家
実
）
有
し
命
、
価
廻
一
軽
儀
一
所
致
二
沙

汰
》
也
、
奉
行
家
司
蔵
人
左
佐
高
嗣
、
豫
謁
｜
一
親
経
（
俊
の
誤
り
）
卿
一
、
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申
二
定
其
儀
一
、
自
二
彼
殿
一
造
送
次
第
、
予
見
了
返
給
、
殿
方
又
移
二

付
女
房
方
一
事
、
頗
乖
二
愚
案
一
、
粗
仰
一
子
細
一
了
、
申
尅
許
有
長
朝

臣
、
高
嗣
参
》
近
衛
一
、
見
一
廻
女
房
一
可
二
受
取
一
之
由
、
兼
日
雌
し
有

命
、
昨
見
廻
之
後
販
来
、
戌
剋
出
立
、
女
房
等
遅
参
、
漸
臨
二
子
剋
一
、

漸
令
レ
寄
一
出
車
｝
、

（
中
略
）

［
高
嗣
記
］
今
夜
左
兼
経
（
中
略
）
、
可
下
令
レ
通
二
摂
政
殿
御
息
女
（
中

略
三
給
上
也
、
代
々
婚
嫁
之
例
、
多
者
為
二
執
婿
之
礼
一
、
或
者
為
二
新

迎
之
儀
一
、
平
治
建
仁
等
、
皆
被
レ
進
二
御
迎
車
一
、
彼
例
等
不
し
宜
、

価
有
二
検
儀
一
、
自
レ
此
可
有
二
御
渡
一
也
、
（
中
略
）
検
二
知
女
房
御
方
一
、

（
中
略
）
兼
可
」
請
二
取
此
御
所
一
之
由
、
雌
し
有
二
其
沙
汰
一
、
不
膿
可
↓
必

然
一
、
価
只
見
二
廻
之
一
（
中
略
）
、
日
来
前
関
白
殿
御
同
宿
也
、
依
二
此

事
自
一
旧
年
一
、
移
二
渡
武
者
小
路
猪
熊
亭
一
給
（
中
略
）
、
有
二
子
午
屋
｝
、

日
来
為
．
一
左
府
御
方
一
云
々
、
当
時
廊
之
北
東
、
有
二
三
間
四
面
卯
酉

屋
一
［
日
来
前
殿
下
御
方
也
］
、
以
二
件
所
一
為
二
女
房
御
方
一
、
母
屋
三

ヶ
間
東
第
一
間
（
中
略
）
御
所
大
狭
、
不
修
及
二
御
装
束
之
沙
汰
一
嗽
（
中

略
）
今
夜
御
出
儀
、
准
拠
還
雌
レ
有
↓
恐
、
高
陽
院
参
二
烏
羽
院
一
給
之

時
、
偏
被
し
准
一
臣
下
之
例
一
、
其
時
前
駈
八
人
出
車
三
両
也
（
下
略
こ

（
（
）
内
は
筆
者
）

近
衛
兼
経
が
九
条
道
家
女
（
仁
子
）
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
婚
姻

の
開
始
は
夫
方
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
前
代
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
そ
し
て
、
婚
姻
の
提
案
も
夫
の
父
家
実
か
ら
舅
道
家
に
出
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
婚
姻
を
夫
方
主
体
で
進
め
る
こ
と
に
対
し
て
、
舅
で
あ
る
道

家
は
「
不
し
可
レ
然
」
と
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
る
。
道
家
に
と
っ
て
、
婚

姻
は
妻
方
で
進
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
家
実
は
夫
方
主
導
で
行
う
婚
姻
を
実
現
す
る
た
め
に
、

嫁
取
婚
の
先
例
を
探
っ
て
道
家
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
、
平

治
、
永
万
の
藤
原
基
実
、
承
安
の
藤
原
基
房
、
建
仁
の
九
条
良
輔
の
婚
姻

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
婚
姻
は
良
く
な
い
先
例
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
平
治
の
婚
姻
例
は
、
夫
側
か
ら
妻
を
迎
え
る
た
め
の
車
を
出
し

て
お
り
、
そ
の
行
為
が
入
内
の
如
き
も
の
、
す
な
わ
ち
天
皇
が
妻
を
迎
え

る
と
き
の
方
法
と
同
じ
で
あ
り
先
例
と
し
て
参
考
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

永
万
・
承
安
・
建
仁
の
例
も
お
そ
ら
く
入
内
の
ご
と
き
も
の
と
見
な
さ
れ

て
、
家
実
は
「
不
快
」
と
判
断
し
て
い
る
。
家
実
の
先
例
調
査
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
貴
族
が
参
考
に
す
べ
き
「
良
い
」
嫁
取
婚
の
先
例
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
家
実
の
採
っ
た
方
法
は
、
妻
家
側
か
ら
直

接
車
を
出
し
て
夫
の
許
に
来
て
欲
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

家
実
は
仁
子
が
居
住
す
る
家
の
「
造
送
次
第
」
も
道
家
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ

た
。
道
家
は
、
結
局
こ
の
婚
姻
に
同
意
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
仁
子
の
婚
姻

行
列
は
、
天
皇
の
勘
気
を
恐
れ
な
が
ら
も
、
高
陽
院
入
内
に
准
じ
て
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
、
妻
を
迎
え
る
形
式
の
先
例
が
兼
経
の
婚
姻
以

前
、
貴
族
社
会
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
婚
姻
行

列
は
、
舅
の
沙
汰
で
行
わ
れ
た
が
、
入
内
の
如
き
嫁
取
婚
を
摂
関
家
の
家

格
で
あ
る
九
条
・
近
衛
両
家
が
実
行
し
た
点
は
、
以
後
の
婚
姻
の
先
例
と

な
っ
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
婚
姻
は
近
衛
殿
の
母
屋
で
行
わ
れ
た
。
母
屋
の
内
、
「
子
午
屋
」
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は
兼
経
、
「
卯
酉
屋
」
は
女
房
の
住
居
と
な
っ
た
。
「
卯
酉
屋
」
は
、
も
と

も
と
家
実
の
住
居
だ
っ
た
が
、
家
実
は
今
回
の
婚
姻
に
あ
た
り
、
旧
年
よ

り
猪
熊
亭
に
移
り
住
ん
で
い
た
た
め
妻
の
住
居
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
住
居
は
、
費
用
は
不
明
で
あ
る
が
夫
方
で
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
舅
道
家
は
当
初
反
対
し
、
よ
っ
て
家
実
か
ら
は
、

新
居
を
舅
方
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
新
居
を
舅
方
で
受
け
取
っ
て
も
ら

う
よ
う
再
三
道
家
に
進
め
る
が
、
結
局
道
家
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
夫

方
主
導
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

二
月
一
日
に
は
、
「
今
夜
左
府
北
方
、
吉
事
之
後
行
始
也
、
可
し
来
二
此

亭
一
也
、
其
問
事
一
向
左
府
沙
汰
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
婚
姻
後
は
じ
め

て
仁
子
が
道
家
の
家
に
行
き
始
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
行
始
」
は
す
べ

（
Ｍ
）

て
夫
兼
経
の
沙
汰
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
婚
姻
の
開
始

は
舅
道
家
を
含
み
な
が
ら
も
、
兼
経
の
父
家
実
の
主
導
で
行
わ
れ
、
か
つ
、

婚
姻
以
後
は
夫
兼
経
の
差
配
に
よ
っ
て
事
は
執
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

夫
方
主
導
の
婚
姻
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
方
、
全
く
舅
の
積
極
的
関
与
が
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

い
。
正
月
二
十
七
日
を
見
る
と
、
「
此
日
前
博
陸
始
被
膿
向
二
左
府
亭
↓
、
女

房
等
列
二
居
御
前
》
、
前
殿
両
三
度
有
二
祝
言
詞
↓
、
此
問
女
房
自
二
束
面
妻

戸
一
出
二
贈
物
↓
［
琵
琶
］
、
（
中
略
）
左
府
候
南
面
一
（
中
略
）
二
位
中
納

言
取
二
野
劔
一
参
二
御
前
一
、
（
中
略
）
次
引
出
物
馬
二
疋
［
昨
日
余
所
峰
造
之

馬
也
］
、
（
中
略
）
前
殿
前
駈
受
一
取
之
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
家
実
が
近

衛
殿
に
行
っ
て
仁
子
に
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
道
家
か
ら
馬
が
家
実
に
贈

ら
れ
、
ま
た
、
女
房
か
ら
は
琵
琶
を
兼
経
か
ら
は
劔
が
家
実
に
贈
ら
れ
た

が
、
こ
れ
は
、
前
日
条
の
「
予
沙
二
汰
造
之
一
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
道
家

の
沙
汰
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
舅
が

婚
姻
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
事
例
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
但
し
、

同
二
十
六
日
に
、
「
今
日
左
府
吉
事
之
後
始
出
仕
云
々
、
先
前
博
陸
亭

［
猪
熊
第
堂
］
、
次
被
↓
来
二
此
亭
一
、
（
中
略
）
予
対
面
暫
言
談
、
自
↓
是
可

被
二
参
内
一
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兼
経
は
婚
姻
後
、
は
じ
め
に
父
家
実
、

（
喝
）

次
に
舅
道
家
を
訪
ね
、
道
家
の
家
（
一
条
殿
）
か
ら
そ
の
ま
ま
内
裏
へ
出

仕
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
婿
取
婚
で
あ
れ
ば
、
兼
経

は
こ
の
ま
ま
道
家
の
家
に
居
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
翌
二
十
七
日
に
は

近
衛
殿
に
帰
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
正
月
二
十
七

日
の
記
事
か
ら
近
衛
殿
に
い
る
兼
経
を
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
舅
の

関
与
は
前
代
と
比
べ
て
非
常
に
薄
れ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ

う
な
事
態
を
さ
ら
に
顕
現
さ
せ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
先
述
し
た
道
家
が

近
衛
殿
の
兼
経
を
訪
ね
て
い
る
場
面
を
挙
げ
ら
れ
る
。
道
家
は
、
「
必
雌
」

不
修
可
麩
州
、
以
一
事
次
一
所
二
向
始
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
舅
が
夫
を
訪
ね

る
の
は
適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
が
、
結
局
参
内
の
次
い
で
と
称
し
て
訪

ね
る
こ
と
に
し
た
。
婿
取
婚
で
は
あ
り
得
な
い
事
態
に
道
家
は
戸
惑
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

上
記
兼
経
の
事
例
は
、
儀
式
の
側
面
か
ら
当
婚
姻
を
見
て
き
た
が
、
日

常
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
『
玉
蘂
」
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
七
月
二
十

七
日
条
を
見
る
と
、
兼
経
と
仁
子
が
道
家
を
訪
ね
て
い
る
が
、
普
段
夫
婦

は
近
衛
殿
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
岡
屋
関
白
記
』
寛
元
四
年

（
一
二
四
六
）
正
月
十
七
日
条
に
、
兼
経
と
仁
子
が
と
も
に
春
日
行
事
を
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見
物
し
た
後
、
近
衛
殿
に
帰
っ
て
い
る
記
事
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
同
書
同

年
二
月
十
二
日
条
に
は
、
仁
子
が
南
都
か
ら
近
衛
殿
に
帰
っ
て
い
る
か
ら
、

夫
婦
の
住
居
は
近
衛
殿
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
平
戸
記
』
仁
治
三
年
（
一

二
四
二
）
三
月
二
十
八
日
条
と
同
書
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
五
月
一
日

条
に
よ
る
と
、
兼
経
と
仁
子
の
子
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
産
所
は
近
衛
殿

に
あ
る
。
例
え
ば
、
『
平
戸
記
』
寛
元
二
年
五
月
二
日
条
を
見
る
と
、
「
参
一

近
衛
殿
一
、
御
二
坐
御
産
所
一
云
々
」
と
あ
り
、
産
所
は
近
衛
殿
に
所
在
す

る
こ
と
が
分
か
る
し
、
『
岡
屋
関
白
記
」
寛
元
四
年
六
月
二
十
六
日
条
に

は
、
「
今
日
女
房
産
祈
等
始
二
行
之
一
、
又
仏
眼
供
延
行
、
申
時
許
向
二
近
衛

一
即
帰
」
と
あ
り
、
仁
子
の
産
祈
は
、
近
衛
殿
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
『
玉
蘂
』
嘉
禎
三
年
九
月
十
九
日
条
に
、

「
近
衛
北
政
所
［
仁
子
］
産
祈
」
と
あ
り
、
妻
が
「
近
衛
」
の
「
北
政
所
」

と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
夫
婦
の
生
活
は
夫
方
中
心
に

行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

以
上
、
婚
姻
儀
式
に
お
い
て
は
、
夫
方
・
妻
方
の
関
与
の
内
容
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
妻
方
主
導
と
言
う
よ
り
は
夫
方
主
導
の
婚
姻
で
あ
っ
た
と

判
断
で
き
、
ま
た
夫
婦
の
日
常
生
活
も
夫
方
で
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
兼
経
の
婚
姻
は
嫁
取
婚
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。

近
衛
兼
経
と
九
条
道
家
女
と
の
婚
姻
例
は
、
嫁
取
婚
を
避
け
る
傾
向
か

ら
認
め
る
方
向
へ
の
過
渡
期
を
示
す
貴
重
な
事
例
と
評
価
で
き
る
。
こ
の

例
は
、
夫
方
（
兼
経
・
家
実
）
と
舅
（
道
家
）
の
両
者
と
も
に
摂
関
家
で

対
等
な
関
係
で
あ
る
上
に
、
何
ら
か
の
政
治
的
配
慮
に
よ
っ
て
例
外
的
に

（
肥
）

嫁
取
婚
の
必
要
性
を
生
じ
さ
せ
た
わ
け
で
も
な
い
。
嫁
取
婚
を
認
め
る
新

し
い
発
想
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
時
に
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
、
十

三
世
紀
中
葉
よ
り
や
や
早
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
次
な
る
問
題
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
か
ら
嫁
取
婚
が
一
般

的
に
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
た
い
。

前
掲
史
料
「
高
嗣
記
」
に
よ
る
と
、
「
代
々
婚
嫁
之
例
、
多
者
為
二
執
婿

（
Ｆ
）

之
礼
一
、
或
者
為
二
新
迎
之
儀
一
」
と
あ
る
。
道
家
家
司
の
葉
室
高
嗣
に
よ

る
と
一
般
的
な
婚
姻
形
態
は
婿
取
り
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
一
方
で

「
新
迎
」
な
る
婚
姻
形
態
の
登
場
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う

な
婚
姻
形
態
か
不
明
で
あ
る
が
、
嫁
取
婚
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
兼
経
と
道
家
女
と
の
婚
姻
例
が
教
え
て
く
れ
る
も
の
は
、
嫁

取
婚
を
実
行
し
て
も
良
い
か
ど
う
か
で
わ
ざ
わ
ざ
先
例
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
や
、
妻
の
迎
え
方
で
議
論
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
た

と
え
嘉
禎
三
年
以
前
に
嫁
取
婚
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
、
嘉
禎
三
年
の
時

点
で
は
、
嫁
取
婚
は
い
ま
だ
貴
族
社
会
に
お
い
て
一
般
的
で
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
、
嘉
禎
三
年
以
前
に
「
新
迎
」
な
る
嫁
取
婚
が
見
ら
れ

始
め
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
一
般
的
と
は
言
え
な
い
な
が
ら
も

徐
々
に
嫁
取
婚
成
立
の
下
地
は
整
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
兼
経
の
婚
姻
よ
り
一
足
早
い
、
『
民
経
記
」
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）

四
月
暦
記
二
十
日
条
に
、
「
今
夜
司
農
少
卿
（
藤
原
信
光
）
［
密
々
］
迎
」

女
、
可
し
為
二
妻
室
一
云
々
、
以
二
北
対
一
白
地
為
室
居
所
一
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
藤
原
信
光
が
妻
を
迎
え
、
信
光
兄
経
光
の
家
の
隣
に
夫
婦
で
住
ん
で

い
る
例
で
あ
る
が
、
特
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
婚
姻
で
は
な
か
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
嘉
禎
三
年
を
ひ
と
ま
ず
公
家
の
婚
姻
形
態
を
考
え
る

上
で
の
画
期
と
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
降
に
果
た
し
て
嫁
取
婚

が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
次
の
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、

嫁
取
婚
と
確
認
し
得
る
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
正
月
の
近
衛
基
平
と
藤
原
公
相
女
と
の
婚
姻

で
あ
る
。
基
平
の
日
記
『
深
心
院
関
白
記
』
同
年
同
月
十
四
口
条
を
見
る

と
、
「
今
日
右
大
臣
姫
君
被
し
来
、
子
細
太
閤
若
令
膿
記
給
欺
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
婚
姻
の
開
始
は
公
相
女
が
基
平
の
近
衛
殿
に
や
っ
て
来
る
嫁
取

り
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
子
細
は
基
平
の
父
兼
経
の
日
記

『
岡
屋
関
白
記
』
に
詳
し
い
よ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
当
該
部
分
は
残
存

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
基
平
の
婚
姻
は
恐
ら
く
父
兼
経
の
嫁
取
婚
を
な

ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
次
に
、
二
十
日
の
記
事
を
見
る
と
、

「
参
二
向
前
太
相
府
一
、
被
し
引
二
細
馬
二
疋
一
、
於
二
右
相
府
又
有
二
贈
物
一

［
野
劔
］
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
基
平
は
、
舅
公
相
の
父
実
氏
の
も

と
へ
参
り
、
実
氏
か
ら
は
細
馬
を
、
舅
公
相
か
ら
は
野
劔
の
贈
り
物
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
年
二
月
四
日
に
は
、
基
平
叔
父
の
縢
司
兼
平
か

ら
も
贈
り
物
が
あ
っ
た
。
翌
五
日
に
は
、
「
女
房
行
始
（
中
略
）
被
渡
二

右
相
第
一
［
今
出
河
］
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妻
の
公
相
女
が
公
相
第
（
今
出

川
殿
）
に
行
き
始
め
る
。
夫
基
平
が
舅
の
家
に
行
く
の
で
は
な
い
。
三
月

六
日
条
を
見
る
と
、
「
相
二
具
女
房
一
、
内
々
参
二
向
右
相
府
一
、
暫
可
二
居
住
一

也
」
と
あ
る
か
ら
、
一
旦
公
相
女
は
公
相
第
か
ら
基
平
の
近
衛
殿
に
戻
っ

た
よ
う
で
、
三
月
六
日
か
ら
基
平
は
新
婦
と
と
も
に
実
氏
の
冷
泉
富
小
路

殿
に
居
住
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
舅
方
に
新
婚
夫
婦
が
居
住
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
十
四
日
に
は
、
「
自
二
冷
泉
第
一
帰
二
参
近
衛
殿
｝
」
と
い
う

記
事
か
ら
も
、
夫
婦
と
も
に
近
衛
殿
へ
帰
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
は
原
則
と
し
て
夫
婦
と
も
に
近
衛
殿
で
生
活
を
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
徴
証
と
し
て
、
婚
姻
以
後
、
基
平
の
親

族
が
た
び
た
び
近
衛
殿
に
い
る
基
平
を
訪
ね
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
文
応

元
年
（
一
二
六
○
）
正
月
三
日
を
噴
矢
と
し
て
、
同
年
正
月
九
・
十
三
・

十
四
・
十
六
・
十
八
・
二
十
五
日
・
二
月
十
七
日
・
三
月
四
日
・
四
月
二

十
二
日
・
四
月
二
・
二
十
五
日
・
五
月
十
日
と
頻
繁
に
、
基
平
の
叔
父
兼

平
あ
る
い
は
そ
の
子
基
忠
が
、
近
衛
殿
に
い
る
基
平
を
訪
ね
て
い
る
。
ま

た
、
同
年
二
月
六
・
八
日
条
に
は
、
基
平
が
母
仁
子
の
烏
丸
殿
に
行
っ
て

近
衛
殿
に
帰
っ
て
い
る
記
事
が
見
え
る
し
、
同
年
同
月
十
四
日
に
は
、
母

仁
子
が
烏
丸
殿
か
ら
近
衛
殿
に
帰
っ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。

弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
四
月
三
日
に
は
、
基
平
は
家
司
の
平
時
仲
邸

に
移
り
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
正
月
二
十
三
日
に
は
、
基
平
の
女
房

源
通
能
女
・
母
・
女
子
も
平
時
仲
邸
に
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
二

月
十
三
日
の
通
能
女
の
出
産
に
あ
た
り
、
時
仲
邸
が
そ
の
産
所
に
選
ば
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
出
産
後
、
同
年
三
月
五
日
に
基
平
・
女
房
（
源
通
能

女
）
・
母
仁
子
は
一
緒
に
近
衛
殿
に
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
妻
公
相
女

の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
弘
長
二
年
ま
で
基
平
夫
婦
は

一
緒
に
近
衛
殿
に
住
ん
で
い
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
文
永

三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
二
十
七
日
に
基
平
は
近
衛
殿
に
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
同
五
年
（
一
二
六
八
）
閨
正
月
二
十
一
日
・
二
月
十
二
日
に
は
、

母
仁
子
が
基
平
の
近
衛
殿
に
来
て
い
る
。
妻
の
出
産
の
場
合
は
、
夫
婦
共
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に
産
所
に
移
り
、
出
産
後
は
夫
の
本
第
に
戻
る
こ
と
か
ら
も
、
普
段
の
妻

の
所
在
は
夫
の
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
公
相
女
は
子
を
持

た
な
い
た
め
に
、
通
能
女
の
よ
う
な
産
所
へ
の
移
動
等
の
記
事
が
見
ら
れ

な
い
の
で
あ
ろ
う
。
公
相
女
は
ふ
だ
ん
基
平
の
近
衛
殿
で
生
活
を
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
基
平
・
公
相
女
夫
婦
に
対
し
て
、
基
平
の
父
兼
経
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
示
す
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
最
大
の

原
因
は
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
の
基
平
夫
婦
の
婚
姻
直
後
に
兼
経
は

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
兼
経
の
死
去
の
日
時
は
正
嘉
三
年

（
一
二
五
九
）
五
月
四
日
で
あ
る
が
、
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
に
は
病

（
旧
）

気
に
な
っ
て
出
家
し
て
い
る
し
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
康
元
元
年
十
一
月
二

十
三
日
二
経
俊
卿
記
』
）
に
は
す
で
に
岡
屋
に
移
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

兼
経
と
基
平
夫
婦
と
の
関
係
を
見
る
場
合
、
康
元
元
年
正
月
か
ら
同
年
十

一
月
ま
で
の
十
ヶ
月
間
だ
け
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
兼
経
が

岡
屋
に
移
っ
た
の
は
、
基
平
夫
婦
が
近
衛
殿
に
居
を
構
え
た
か
ら
で
は
な

く
、
『
経
俊
卿
記
』
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
五
月
四
日
条
に
、
「
今
日
申

刻
入
道
殿
下
［
御
年
五
十
歳
］
御
莞
去
、
自
二
去
年
一
御
所
労
、
以
二
岡
屋
一

可
レ
為
二
御
終
焉
之
地
一
之
由
兼
被
し
定
云
々
、
而
柳
有
一
御
減
一
、
去
比
御
上

洛
、
其
後
御
所
労
増
↓
気
、
遂
於
｝
近
衛
殿
一
令
し
莞
給
」
と
あ
る
よ
う
に
、

死
期
を
悟
っ
た
兼
経
が
臨
終
の
場
所
と
し
て
岡
屋
の
地
を
選
ん
だ
か
ら
で

あ
る
。
兼
経
は
、
岡
屋
に
一
旦
移
っ
て
か
ら
体
調
が
回
復
し
て
近
衛
殿
に

帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
そ
の
ま
ま
近
衛
殿
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
実
か
ら
も
、
生
前
の
兼
経
の
居
住
場
所
は
近
衛
殿
で
あ
り
、
基
平

夫
婦
と
同
居
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

基
平
の
婚
姻
も
、
儀
式
・
日
常
両
側
面
か
ら
嫁
取
婚
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
儀
式
も
日
常
も
婿
取
り
式
で
あ
る
前
代
の
婚
姻
形
態
と
は
対
照
的
で

あ
る
と
言
え
る
。
仮
に
基
平
の
婚
姻
が
婿
取
婚
で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、

舅
公
相
第
に
行
っ
た
の
は
妻
で
は
な
く
夫
の
基
平
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

し
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
事
例
の
よ
う
に
、
普
段
も
舅

方
で
生
活
を
し
て
い
る
事
実
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
兼
経
・
基
平
と
も
に
近
衛
家
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
も

っ
て
鎌
倉
時
代
中
期
の
一
般
的
婚
姻
形
態
で
あ
る
と
み
な
せ
る
の
か
、
と

い
う
問
題
が
残
ろ
う
。
そ
こ
で
、
嫁
取
婚
の
定
義
で
必
要
な
基
準
の
一
部

を
満
た
す
事
例
を
挙
げ
て
嫁
取
婚
の
傍
証
史
料
と
し
て
お
こ
う
。
『
平
戸

記
』
延
応
二
年
（
一
二
四
○
）
正
月
二
十
五
日
条
に
、
「
今
夜
左
大
将
殿

女
房
行
初
也
、
渡
二
殿
下
御
所
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鷹
司
兼
平
の
妻
が
、

夫
宅
か
ら
兼
平
兄
近
衛
兼
経
に
挨
拶
に
行
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
そ
れ
か

ら
、
『
勘
仲
記
」
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
九
月
二
十
一
日
条
に
は
、
勘

解
由
小
路
兼
仲
夫
婦
が
同
道
し
て
、
「
勘
解
由
小
路
経
持
宿
所
」
で
精
進

を
始
め
、
そ
の
宿
所
か
ら
女
房
が
「
進
発
」
し
、
兼
仲
は
「
中
御
門
宿
所

に
帰
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
兼
仲
夫
婦
が
ふ
だ
ん
勘
解
由
小
路
の
家
に

（
旧
）

住
ん
で
い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
勘
仲
記
』
弘
安
五
年
（
一
二

八
二
）
三
月
九
日
条
に
は
、
「
左
大
将
殿
（
兼
忠
）
姫
君
御
湯
始
、
殿

（
基
忠
）
、
先
殿
（
兼
平
）
、
入
二
御
烏
丸
御
座
所
一
」
と
あ
り
、
麿
司
兼
忠

の
妻
が
夫
方
で
出
産
し
て
い
る
が
、
生
ま
れ
た
子
の
湯
始
め
も
夫
方
の
沙

（
加
）

汰
と
思
わ
れ
る
。
「
実
躬
卿
記
』
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
正
月
十
日
条
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に
は
、
藤
原
実
躬
の
妻
が
実
躬
の
家
に
「
行
始
」
め
て
お
り
、
恐
ら
く
婚

姻
の
開
蛉
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
書
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
二

月
二
十
三
日
条
に
は
、
実
躬
夫
婦
が
物
詣
に
行
っ
て
（
実
躬
の
）
家
に
帰

る
と
あ
る
か
ら
、
ふ
だ
ん
も
妻
は
夫
方
で
生
活
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
勘
仲
記
』
正
応
五
年
九
月
二
十
七
日
条
に
、
「
参
二
殿
下
一
［
九
条

殿
］
」
と
あ
る
よ
う
に
、
九
条
忠
教
が
妻
方
で
は
な
く
忠
教
の
本
第
九
条

殿
に
住
ん
で
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
直
接
的
か
つ
具
体

的
な
婚
姻
記
事
で
は
な
く
、
日
常
の
一
端
も
し
く
は
儀
式
の
端
緒
か
ら
嫁

取
婚
の
可
能
性
を
確
認
し
た
傍
証
史
料
に
過
ぎ
な
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、

現
存
し
て
い
る
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
の
史
料
（
未
刊
史
料
も
含
め
て
）
に

は
、
直
接
的
な
婚
姻
関
連
記
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
先
の
近
衛
基
平
の
婚
姻
例
と
合
わ
せ
て
、
嘉
禎
三
年
（
一

二
三
七
）
以
降
に
嫁
取
婚
が
見
ら
れ
、
一
般
化
し
て
い
る
と
見
な
し
て
も

差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
嘉
禎
三
年
以
降
に
も
若
干
、
婿
取
婚
の
徴
証
は
あ
る
。
日

常
生
活
を
ど
の
よ
う
に
送
っ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
舅
の
家
で
露

顕
を
行
っ
て
い
る
例
と
し
て
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
の
正
親
町
実
明

（
副
）

と
三
条
公
貫
女
と
の
婚
姻
が
あ
る
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
続
い
て
い
る
婿
取
婚
は
、
鎌
倉
時
代
全
般
に
渡
っ

て
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
嫁
取
婚
を
是
と
す
る
認
識
が
嘉
禎
三
年
（
一
二

三
七
）
に
登
場
し
、
か
つ
そ
れ
以
降
に
も
多
く
嫁
取
婚
の
徴
証
は
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

で
は
、
最
後
に
ま
と
め
と
若
干
の
補
足
を
し
て
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し

た
い
。
近
衛
兼
経
の
婚
姻
（
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
）
は
、
妻
方
主
導

の
婚
姻
（
婿
取
婚
）
か
ら
夫
方
主
導
の
婚
姻
（
嫁
取
婚
）
へ
の
転
換
期
に

当
た
る
。
そ
の
転
換
は
、
入
内
の
如
き
嫁
取
婚
が
避
け
ら
れ
る
時
代
か
ら
、

入
内
に
准
じ
て
行
わ
れ
る
時
代
へ
の
変
化
の
事
実
か
ら
も
補
強
で
き
る
。

そ
し
て
、
兼
経
以
後
の
婚
姻
形
態
は
婿
取
婚
と
い
う
よ
り
は
嫁
取
婚
が
一

般
的
で
あ
っ
た
と
見
た
。
よ
っ
て
、
公
家
に
お
い
て
は
、
室
町
時
代
で
は

な
く
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
す
で
に
嫁
取
婚
が
成
立
・
一
般
化
し
て
い
た
と

結
論
す
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
嫁
取
婚
は
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
先
学
に
よ
る
と
、
嫁
取
婚
成
立
の
根
拠
は
武
家
の
場
合
し
か
述
べ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
と
て
「
遠
隔
地
間
で
の
婚
姻
だ
か
ら
嫁
取
婚
に
な
ら

（
型
）

ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
い
う
説
明
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

「
な
ぜ
、
近
く
て
も
公
家
の
場
合
嫁
取
婚
に
な
る
の
か
」
の
説
明
が
つ
か

な
い
の
で
あ
る
。
嫁
取
婚
成
立
の
最
も
重
要
な
前
提
条
件
は
、
本
邸
の
成

（
羽
）

立
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
近
の
研
究
に
基
づ
け
ば
、
家
産
の
父
系
直
系

（
型
）

継
承
が
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
金
井
静
香
氏
に
よ
る
と
、
近
衛
・
九
条
家
分
立
の
頃
が
単
独
相
続
化

（
鰯
）

へ
の
変
革
の
画
期
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
継
承
の
在
り
方
と
相
続

制
度
の
変
化
の
両
側
面
も
嫁
取
婚
の
成
立
と
は
無
縁
の
も
の
と
は
言
え
な

五
お
わ
り
に

-127-



い
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
石
井
良
助
「
中
世
婚
姻
法
」
二
日
本
婚
姻
法
史
乞
、
高
群

逸
枝
『
招
婿
婚
の
研
究
』
『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族
の
研
究
』
。

牧
英
正
・
藤
原
明
久
編
『
日
本
法
制
史
』
（
青
林
法
学
双
書
）
・

坂
田
聡
「
中
世
の
家
と
女
性
」
含
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第

八
巻
中
世
二
）
。
こ
の
図
式
に
対
し
批
判
さ
れ
た
の
が
、
古
代

か
ら
嫁
取
婚
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
江
守
五
夫
氏
（
民
俗

学
・
民
族
学
）
で
あ
る
（
『
日
本
の
婚
姻
そ
の
歴
史
と
民

俗
』
「
家
族
の
歴
史
民
族
学
』
）
。
し
か
し
、
本
稿
は
法
制
史
的

立
場
か
ら
論
じ
る
た
め
特
に
氏
の
説
に
注
意
を
払
っ
て
い
な

い
。
ま
た
付
言
す
れ
ば
、
氏
の
説
の
特
徴
は
、
地
域
差
の
重

視
と
庶
民
層
を
検
討
対
象
の
中
心
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本

稿
で
氏
の
説
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
の
は
尚
更
で
あ
る
。

（
２
）
前
掲
石
井
書
、
高
群
書
。

（
３
）
前
掲
『
日
本
法
制
史
』
一
三
七
頁
、
植
田
信
廣
氏
執
筆
分
。

ま
た
、
脇
田
晴
子
氏
も
公
家
の
嫁
取
婚
成
立
時
期
を
南
北
朝

時
代
以
降
と
さ
れ
る
（
『
日
本
中
世
女
性
史
の
研
究
乞
。
し
か

し
、
論
拠
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
氏
の
前
提
に
は
先
学
の
示

し
た
通
説
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
４
）
栗
原
弘
『
高
群
逸
枝
の
婚
姻
女
性
史
像
の
研
究
』
。
な
お
、

「
経
営
所
婿
取
婚
」
「
擬
制
婿
取
婚
」
に
対
す
る
批
判
は
、
そ

れ
ぞ
れ
第
三
・
第
四
節
で
行
う
。

（
５
）
前
掲
高
群
害
一
○
七
二
頁
。

（
６
）
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

庚
戌
伝
聞
、
大
納
言
実
定
卿
、
去
九
日
可
レ
嫁
二
邦
綱
女
一
［
件

女
主
上
御
乳
母
也
、
別
当
三
位
是
也
］
、
価
臨
Ｌ
夜
前
駈
二
人

［
雅
亮
今
一
人
不
し
間
二
其
人
一
］
車
井
出
車
二
両
送
二
邦
綱
六
条

亭
一
、
而
忽
称
し
有
二
風
病
気
一
、
返
一
送
迎
車
井
共
人
等
一
了
、

子
細
頗
不
審
、
邦
綱
卿
日
来
在
二
備
前
国
一
、
今
日
上
洛
、
但

不
レ
帰
二
六
条
家
一
、
在
二
相
物
家
一
［
謂
二
相
物
一
者
、
則
是
実
定

卿
妹
公
能
公
女
也
、
白
川
殿
女
房
也
］
、
然
間
左
馬
頭
重
衡

［
禅
門
子
也
、
則
是
邦
綱
聟
也
］
、
入
来
有
二
密
語
一
、
其
後
邦

綱
送
》
｜
害
於
六
条
家
一
、
其
後
忽
返
二
迎
車
一
了
云
々
、
不

便
々
々
、
彼
実
定
卿
家
焼
亡
之
後
、
借
二
居
姉
女
房
冷
泉
院
局

家
一
、
世
間
頗
以
順
誇
歎
、
是
彼
女
房
邦
綱
相
物
也
、
彼
家
邦

綱
所
し
授
二
彼
女
房
一
也
、
而
此
嬰
之
間
事
、
又
在
二
人
口
一
之
虚
、

其
間
事
等
不
便
、
弥
以
人
口
不
安
嗽
、
可
二
弾
指
一
々
々
。

（
７
）
『
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
二
九
五
頁
註
一
五
。

（
８
）
ま
た
、
良
い
嫁
取
婚
を
先
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
当
時
の
公
家
が
古
代
の
先
例
を
も
引
用
す
る
事
を

考
え
る
と
、
古
代
に
は
良
い
嫁
取
婚
の
み
な
ら
ず
、
悪
い
嫁

取
婚
す
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
９
）
石
井
氏
・
高
群
氏
『
家
族
と
結
婚
の
歴
史
』
等
。

（
Ⅲ
）
前
掲
高
群
書
。
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（
Ⅱ
）
『
玉
蘂
」
嘉
禎
三
年
二
月
十
七
日
条
。

（
、
）
前
掲
高
群
害
二
八
二
～
二
八
三
頁
。

（
過
）
栗
原
弘
「
露
顕
」
（
比
較
家
族
史
学
会
編
『
事
典
家
族
乞
。

（
Ｍ
）
但
し
、
も
と
も
と
出
車
・
女
房
の
掛
は
道
家
が
沙
汰
し
よ

う
と
し
た
が
、
す
で
に
兼
経
の
沙
汰
に
よ
っ
て
出
車
は
寄
せ

終
わ
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

（
妬
）
『
玉
蘂
』
嘉
禎
四
年
二
月
七
日
条
に
「
帰
二
一
条
一
」
と
あ
る
。

（
焔
）
政
治
史
の
観
点
か
ら
は
、
道
家
の
当
時
の
政
治
的
立
場
が

原
因
で
こ
の
婚
姻
が
成
立
し
た
と
説
明
さ
れ
る
が
（
上
横
手

雅
敬
『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
）
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
嫁
取

婚
に
な
る
必
然
性
は
な
い
と
考
え
る
。

（
Ⅳ
）
一
葉
黄
記
』
（
史
料
募
集
）
の
当
該
部
分
を
見
る
と
、
本
文

引
用
史
料
中
「
新
迎
」
の
語
句
を
「
親
迎
」
と
読
ま
せ
る
諸

本
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
婿
取
婚
と
対
置
さ
せ
る
用
語
は
嫁

取
婚
で
あ
る
た
め
、
文
脈
上
「
新
迎
」
を
妥
当
と
考
え
る
。

（
肥
）
「
大
殿
（
兼
経
）
御
所
労
大
事
之
間
、
今
日
御
出
家
云
々
」

（
『
経
俊
卿
記
』
康
元
二
年
三
月
八
日
条
）
。

（
的
）
勘
解
由
小
路
は
中
御
門
大
路
に
隣
接
し
て
お
り
、
両
通
り

の
間
に
兼
仲
の
家
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
帥
）
文
中
「
烏
丸
御
座
所
」
は
、
兼
平
家
司
の
信
輔
宅
で
あ
る

（
同
書
弘
安
六
年
十
月
二
十
七
日
／
十
一
月
三
日
条
）
。

（
別
）
『
実
躬
卿
記
』
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
八
月
五
日
／
二
十

八
日
条
。

（
〃
）
前
掲
石
井
書
。

（
恥
）
例
え
ば
、
近
衛
家
の
場
合
、
「
猪
隈
関
白
記
』
建
仁
三
年

（
一
二
○
三
）
八
月
十
八
日
条
に
、
「
殿
下
（
基
通
）
今
日
〈
刀

渡
二
居
北
殿
一
［
鷹
司
室
町
也
］
給
、
此
殿
下
官
（
家
実
）
可
」

居
之
故
也
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
後
家
実
は
近
衛
殿
か
ら
別
の

邸
に
移
っ
た
形
跡
は
な
い
た
め
、
建
仁
三
年
は
近
衛
家
に
と

っ
て
本
邸
が
成
立
し
た
年
に
当
た
る
と
言
え
る
。

（
別
）
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
る
と
、
家
記
や
家
文
書
を
家
産
と
し
た

父
系
直
系
継
承
が
平
安
時
代
末
期
か
ら
登
場
し
た
と
言
う
が

（
前
掲
高
橋
書
）
、
金
井
静
香
氏
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
初
期

に
は
家
領
も
家
産
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る

二
中
世
公
家
領
の
研
究
』
第
二
章
「
中
世
の
相
続
制
度
と
公

家
領
」
）
・

（
邪
）
前
掲
金
井
書
。

（
龍
谷
大
学
大
学
院
日
本
中
世
史
）
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